
 

 

 

 

 

 

岩手県釜石市を対象として行われている標記事業の説明会が開催されました。 

この事業では、太陽光や風力、小水力発電などの再生可能エネルギーを活用することにより、災

害時等でも利用できる漁港施設や水産加工場等の電力を確保するとともに、最先端のスマートコミ

ュニティ化の確立を目指す取り組みが行われています。 

 説明会では、漁村のスマートコミュニティ化を確立するための電力の消費特性の把握や災害時等

に対応するシナリオづくり、太陽光や風力、小水力発電の実証について、構成機関からそれぞれ説

明がなされました。 

 

  日時：平成 25年 10月９日（水） 13:00～ 

  場所：岩手大学三陸復興推進機構釜石サテライト（釜石市平田） 

  主催：農林水産技術会議、釜石市、ﾐﾂｲﾜ株式会社、ｾﾞﾌｧｰ株式会社、ｼｰﾍﾞﾙｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ株式会社 

株式会社ＮＴＴﾃﾞｰﾀ、株式会社ｼｰｲｰｼｰ 

出席：関係者等 約 50名 

 

 

  

 

 

自然エネルギーを利用した漁村のスマート・コミュニティ化技術実用化・実証

研究委託事業説明会が開催されました 


